
　能登半島では元旦の地震に続いて、9 月には豪

雨災害が発生し、甚大な被害が生じました。また、

直近でも大雨の後に、市原市では国道の陥没事故

が起きました。

　江戸川沿いの浸水被害が想定される地域には 10

万人の住民がいますが、担当課が確保している垂

直避難場所は 24 か所。その受け入れ人数は明確

には示されていません。

　早めの避難を前提としつつも、最悪の場合に備

える「水害避難タワー」の必要性を質問。

　

　「水害避難タワーについては担当職員が茨城県境

町へ視察に行くなど他自治体の導入実績等を研究

しているが、現段階では本市として建設する構想

はない。早め早めの情報発信を行い、JR 常磐線東

側高台への避難を促すことが最も重要。最終手

段は公共施設や民間企業等の堅牢な高層施設へ

垂直避難も可能である旨を発信している。今後
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憲法25条に基づく健康で文化的生活の保障を憲法25条に基づく健康で文化的生活の保障を
　10 月 27 日 執 行

の衆議院議員選挙へ

の対応で、大変遅く

なりましたが、9 月

議会における工藤す

ず子の主な一般質問

について、以下のと

おり報告致します。

総務部長答弁

　個人情報の保護を重視するあまり、特に生活の

場に身近な民生委員との連携に情報提供が親身で

はないと思われる。また障がいを抱えた家族がい

る時、その保護者が高齢化や病気等で食べること

に困ったり、家の維持管理ができないなど、多様

な問題が生じる。『健康で文化的な生活が営める』

よう、保護受給者との関係でも改善の余地はない

のか質問。

　生保受給者への支援は個々の受給者が多様な問

題を抱えており、問題に対応できる関係機関と連

携をとりながら支援をしている。

　扶助費の支給による

経済面の支援のみでな

く、自立へ向けた支援

として、金銭管理能力

に問題を抱える受給者

を対象に被保護世帯金

銭管理支援事業を本年

度より試行的に実施し

ます。

　今後も民生委員をはじめとした各関係機関と連

携を密にすることで保護受給者に寄り添った支援

に努める。

多様な問題を抱える生保受多様な問題を抱える生保受
給者へ寄り添う支援が必要給者へ寄り添う支援が必要

工藤工藤　　すず子すず子

も高層建築物所有者等に支援をいただけるよう協

議していく。

「「水害避難タワー水害避難タワー」」建設構想なし建設構想なし !？! ？

福祉長寿部長答弁
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11 月 29 日 ( 金 )　　定例市議会招集日
12 月 2 日 ( 月 ) ～ 5 日 ( 木 ) 本会議　一般質問
　　  6 日 ( 金 )　　本会議 ( 一般質問・議案質疑）　
　   10 日 ( 火 )　　総務財務常任委員会
　　11 日 ( 水 )　　健康福祉常任委員会
　　12 日 ( 木 )　　教育環境常任委員会
　　13 日 ( 金 )　　建設経済常任委員会
　　17 日 ( 火 )　　本会議　( 最終日 )

　子どもたちの

成長に伴い、学

校内での健康診

断 時 に お け る、

生徒や児童の衣

類の着脱につい

て、現実に即し

た対応が必要になっている。文科省から本年 1 月

に通達がだされており、学校での対応の現状を質問。

　学校健診の実施は事前に医師会、学校医と協議を

重ね、適正・正確な健診実施に努めている。

　文科省の「児童・生徒のプライバシーや心情に配

慮した健康診断実施のための環境整備について」の

通知を受け、市立小中高等学校においては診察に支

障のない範囲で、原則、体操着や下着等を着衣、ま

たは体操着やタオル等で体を覆い、配慮した実施の

徹底を図っている。さらに男女別にし、パーテーショ

ン等活用、個別の診察スペースを設け、同性の職員

を配置。ただし、必要に応じ視触診や聴診器使用の

場合などは事前に知らせ、丁寧に説明。今後も心情

に配慮し、適正かつ正確な健診の実施に努める。

　猛暑の夏、水泳指導の重要性を認識しつつ、施設

の老朽化の中で、中学校における水泳学習が実技指

導ではなく、座学を行うとの方向が 6 月議会で示

されていた。

　水の事故も多く、現状

や今後の課題を質問。

　学校プールの老朽化に

伴い、令和 2 年に現状を

12 月定例市議会のご案内（予定表）12 月定例市議会のご案内（予定表）

健診は児童 ・ 生徒の心情に配慮を健診は児童 ・ 生徒の心情に配慮を

よりよい教育環境の実現求めるよりよい教育環境の実現求める

修学旅行先に大阪万博誘致の疑問修学旅行先に大阪万博誘致の疑問

②

調査委託、その結果をもとに令和 3 年度よりあり

方検討会を設置、議論してきた。水泳は生命にかか

わる学習であり、極めて重要と認識している。しか

し市内 64 校の小中学校のうち築年数 41 年以上が

54 校、31 年以上、40 年以下が 9 校と老朽化が

進んでおり、今後の維持管理や改修費用が増大する

ことが予想される。さらに安全確保策、気温上昇に

伴う熱中症のリスク、プール施設管理等多くの課題

がある。

　小学校については民間施設や市民プールの活用を

検討し、近隣にない場合は拠点校プール方式（複数校）

での使用を検討。中学校における水泳学習について

は実技指導を取りやめ、命の安全にかかわる学習は

座学の方向で教育委員会内にて議論を重ねていく。

　来年度開催予定の大阪万博は人材不足、資材

の高騰などで工事の遅れや可燃性ガスの発生な

ど様々な問題に不安が広がります。文科省が修

学旅行先としての誘致をしているとのことで現

状を質問。答弁では文科省の通知を資料として

各学校に提供。結果、市内中学校 2 校が万博

訪問予定。1 校が現在検討中とのこと。

意見：再度、安全性など

尋ねるも、国が実施する

から安全性は確保との認

識には疑問残る。のみ

学校教育部長答弁

学校教育部長答弁

老朽化プール修繕しない？老朽化プール修繕しない？

水泳実技指導は取りやめ？水泳実技指導は取りやめ？

記事にご意見や疑問のある際には、どうぞお気軽に工藤すず
子市議までお寄せください。


